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授業科໨のཤमٴͼमྃཁ݅等について

　本研究科の授業科໨のཤ修に当たっては，「γラバス」，「学生ศ覧」及び「授業時間割表」を参照し，

次の事項に留意してཤ修ख続を行うこと。

１　授業について

　⑴　学期・クΥーター

　　　本学では，平成28年度から前期（４月１日～９月30日），後期（10月１日～翌年３月31日）の授

業期間をそれͧれ൒分に分けた，「２学期クΥーター制」をಋ入している。

　⑵　授業科໨

　　　本研究科の授業科໨は，研究科ن則に定められており，各授業科໨の開ߨ予定一覧及び授業科໨

のٛߨ等の内容については，γラバスを参照すること。

　⑶　授業の方法

　　　授業の方法は，ٛߨ，ԋ習及び実習の形ଶにより行う。

　⑷　単位のج४

　　　単位のج४は，ٛߨ及びԋ習については，15時間の授業をもって１単位とし，実習については，

30時間の授業をもって１単位とする。

　ᾋ　授業時間

　　　本研究科における授業は，月曜日から金曜日までの各５時限実施している。

　　　なお，授業科໨によっては，休業期間（Նق・ౙق）中にू中ٛߨにより行うことがある。

　　　各時限ごとの授業開始・ऴ了時ࠁは次のとおりである。
時　限 授業開始・授業ऴ了

１ ８：50 ～ 10：20

２ 10：40 ～ 12：10

３ 13：20 ～ 14：50

４ 15：10 ～ 1�：40

５ 17：50 ～ 19：20

２��科໨φンόϦンάについて

　　神戸大学では，各学部および研究科における教育課ఔのܥ౷ੑ，順次ੑ及び科໨の水४を明らかに

し，学生のཤ修計画，学修活動のखॿけとなるように，平成28年度の入学者対象のカリキϡラムから，

科໨ナンバリングをಋ入する。（詳ࡉについては人間発達環境学研究科̝̥参照）

　各授業科໨のナンバリングコードは，ҎԼのとおり 7 ܻの英数字で構成される。

― 1�� ―
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ʢྫʣ̙ ２ ̚�̣ ６ ̌�１

第 1 ܻ 第 2 ܻ 第 3 ～第 4 ܻ 第 5 ܻ 第 � ～第 7 ܻ

アルフΝϕット 数字 アルフΝϕット 数字 数字

科໨提ڙ฼体の
部ہ

課ఔ 学科ɺ専߈等 科໨のカテΰリー 科໨のナンバー

1：学࢜課ఔ
2：ത࢜課ఔ前期課ఔ
3：ത࢜課ఔ後期課ఔ

開ߨ部ہで設定 開ߨ部ہ毎に設
定

ʢྫʣ̙ ２ ̣̚ ６ ̌１

人間発達環境学
研究科

ത࢜課ఔ前期課ఔ 自વ環境論 ത࢜課ఔ前期課ఔの
科໨ૅج

前期開ߨ

第 5 ܻ　科໨のカテΰリー
１

学

࢜

՝

ఔ

全学共通授業科໨・専໳授業科໨

初ڃレϕルの科໨

２ 中ڃレϕルの科໨

３ 上ڃレϕルの科໨

４ 最上ڃレϕルの科໨（卒業論文関連科໨をؚむ）

５ 度教ཆ科໨ߴ

６ 大
学
Ӄ
՝
ఔ

ത࢜課ఔ前期課ఔɺ専໳職学位課ఔの
専໳授業科໨

ത࢜課ఔ前期課ఔɺ専໳職学位課ఔのૅج科໨

７ ത࢜課ఔ前期課ఔɺ専໳職学位課ఔの発ల科໨
（修࢜論文関連科໨）

８ ത࢜課ఔ後期課ఔの専໳授業科໨

̌ 卒業要݅外の科໨（教職科໨等資֨関連科໨）
第 � ܻ～第 7 ܻ　開ߨ部ہで設定

　・前期開ߨ科໨・・・・̌１

　・後期開ߨ科໨・・・・̌２

　・通年開ߨ科໨・・・・̌３

　・卒業研究科໨・・・・９９

３　ཤमཁ݅について

　　学生は，指ಋ教員の指ಋを受けて，Լ記に定めるところにより単位を修得しなければならない。

　˓前期課ఔ

　　̡ 人間発達専߈ʳ

　　　ಛ別研究ᶗ，ᶘ（各４単位）計８単位をؚむ30単位Ҏ上。

　　̡ 人間環境学専߈ʳ

　　　ಛ別研究ᶗ，ᶘ（各４単位）の計８単位をؚむ30単位Ҏ上。
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　˓後期課ఔ

　　̡ 人間発達専߈ʳ

　　　ಛ別研究ᶙ，ᶚ（各４単位）の計８単位をؚむ14単位Ҏ上。

　　̡ 人間環境学専߈ʳ

　　　ಛ別研究ᶙ，ᶚ（各４単位）の計８単位をؚむ14単位Ҏ上。

４　授業科໨のݧࢼについて

　　授業科໨のࢼ験は，その科໨の授業のऴ了した学期末又はクΥーター末に行う。ただし，科໨によっ

てはਵ時に行うことがある。また，研究報ࠂ（レポート）等をもってࢼ験に୅えることもある。

　　ཤ修届を提出し，かつ，受ߨした授業科໨でなければ，ࢼ験を受けることはできない。

　　学業成績のධՁのج४は，「成績ධՁج४に関する内ن」を参照のこと。

５　研究ࢦಋについて

　　大学院の教育方法については，大学院設置ج४第12৚に「大学院の教育は，授業科໨の授業及び研

究指ಋによって行うものとする。」とن定されている。研究指ಋは，授業科໨の授業とちがい単位制

度によらないものであって，単位制度によらずに多様なかたちで行われる研究指ಋが大学院の教育上

重要な意ٛを有するものとされている。

　　本研究科の課ఔの修了要݅については，前期課ఔにおいては研究科ن則第29৚第１項において，２

年Ҏ上在学し，30単位Ҏ上を修得し，かつ，必要な研究指ಋを受けた上，修࢜論文の৹査及び最ऴࢼ

験に合֨すること。ただし，人間発達専߈（１年ཤ修コース）においては，ಉن則第29৚第２項にお

いて， １年Ҏ上在学し，30単位Ҏ上を修得し，かつ，必要な研究指ಋを受けた上，修࢜論文又はಛ定

の課୊についての研究の成Ռの৹査に合֨することとされている。

６�म࢜࿦จ等について

　⑴　学生（人間発達専１߈年ཤ修コースをআく。）は指ಋ教員の指ಋを受けて，修࢜論文を１月17日

までに研究科長に提出しなければならない。

　　　ただし，指ಋ教員の認める理由により期限内に修࢜論文を提出しなかった者及び修࢜論文の৹査

に合֨しなかった者は，次年度の̓月17日までに修࢜論文を提出することができる。

　⑵　人間発達専１߈年ཤ修コースの学生は指ಋ教員の指ಋを受けて，修࢜論文又はಛ定の課୊につい

ての研究の成Ռ（ҎԼ「修࢜論文等」という。）を２月15日までに研究科長に提出しなければならない。

　　　ただし，指ಋ教員の認める理由により期限内に修࢜論文等を提出できなかった者及び৹査に合֨

しなかった者は，次年度の８月15日までに修࢜論文等を提出することができる。

　⑶　修࢜論文等を提出しようとする者は，1�単位Ҏ上を修得して，修࢜論文等提出期限のগなくとも

３か月前までに，指ಋ教員のঝ認をܦて，修࢜論文等の୊໨を研究科長に届け出なければならない。

についてݧࢼऴ࠷　７

　　最ऴࢼ験は，所定の単位を修得し，学位論文を提出した者につき，その学位論文を中心として，ච

記ࢼ験又は口಄ࢼ問により教授会がબ出した৹査ҕ員が行う。
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８　मྃཁ݅について

　　学生は，所定の期間内において，前期課ఔにおいては，研究科で定められた授業科໨をཤ修して30

単位Ҏ上を修得し，かつ，必要な研究指ಋを受けた上，修࢜論文等の৹査及び最ऴࢼ験に合֨しなけ

ればならない。後期課ఔにおいては，研究科で定められた授業科໨をཤ修して14単位Ҏ上を修得し，

かつ，必要な研究指ಋを受けた上，ത࢜論文の৹査及び最ऴࢼ験に合֨しなければならない。

９　学Ґの授༩について

　　前期課ఔを修了した者に対しては，神戸大学学位نఔの定めるところにより修࢜（学術），修࢜（教

育学）及び修࢜（理学）の学位を授༩する。

　　後期課ఔを修了した者に対しては，神戸大学学位نఔの定めるところによりത࢜（学術），ത࢜（教

育学）及びത࢜（理学）の学位を授༩する。

10　࿦จのอ؅について

　　修࢜論文等は，１部は各専߈で保ଘし，１部は神戸大学附属人間科学図書館でެ表し，閲覧にڙする。

　　ത࢜論文は，電子ഔ体を神戸大学附属図書館本館で保ଘし，原則として神戸大学学術成Ռリポジト

リよりインターネットでެ表し，閲覧にڙする。

11　交ཹ׵学੍౓

　　本学部・研究科では，海外の大学との間にڠ定をక݁しており，બ考のうえ，在学年限内で留学す

る交׵留学制度を有しています。いずれも，留学に要する検定料・入学金・授業料が໔আされます（ୠ

し，౉航අや生活අについては学生の自ݾෛ担となります）。留学ઌで修得した単位については，一

定限度本学部・研究科単位として認定されることがあります。ืूについては，掲示及び国際人間科

学部ウェブサイトにて確認してください。

　　なお，留学がܾまったら，海外౉航届を教務学生係まで提出してください。
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研 究 ྙ ཧ に つ い て

　学位論文作成に当たっては，研究ྙ理ن定について配ྀするよう心がけること。ಛに人を対象にした

研究内容は本研究科においては多く見られることから注意をଅしたい。

　本نఔについては，研究を進めるに際して心がけるだけでなく，学術論文を౤ߘする際においても౤

た研究内容であるかが問われܦ定の৹査をنઌのฤूҕ員会によって，しかるべき機関におけるྙ理ߘ

る場合が多くなっている。

　本研究科では2005年11月に設置された「神戸大学大学院人間発達環境学研究科における人を௚接の対

象とする研究に関するنఔ」（Լ記の̪Ｒ̡を参照）があり，研究科において，人を௚接の対象とする

研究がྙ理的配ྀのもとに行われることを໨的としてҕ員会が定められた。

　研究ྙ理ن定の৚文，申請書などは研究科ホームページから得ることができるので大いに活用して௖

きたい。

http : //www.h.kobe-u.ac.jp/ja/node/1493
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のऔಘ等֨ࢿঢ়の所ཁڐҭ৬һ໔ڭ

　本研究科において専修໔許ঢ়を取得しようとする者は，修了に必要な単位を修得する΄か，教育職員

໔許法及びಉ法施行ن則に定める専修໔許ঢ়に必要な単位をซせて修得しなければならない。ૅج資֨

は，修࢜の学位を有する΄か，大学（学部）においてখ学校教་，中学校教་，ߴ等学校教་等の一種

໔許ঢ়（取得しようとする種ྨ・教科）を取得していることが必要です。第３表から第９表に定められ

た科໨の中から24単位Ҏ上を修得すること。

１　ຊ研究科ͰऔಘͰ͖るڭҭ৬һ໔ڐঢ়のछ類ٴͼ໔ڭڐ科

ʲ第１表ʳ

専　　　　　߈ ໔ 許 ঢ় の 種 ྨ ໔　許　教　科

人間発達専߈

ಛ別支援学校教་専修໔許ঢ়

༮ஓԂ教་専修໔許ঢ়

খ学校教་専修໔許ঢ়

中学校教་専修໔許ঢ়

等学校教་専修໔許ঢ়ߴ

保健体育，Իָ，ඒ術

保健体育，Իָ，ඒ術

人間環境学専߈
中学校教་専修໔許ঢ়

等学校教་専修໔許ঢ়ߴ

理科，数学，Ոఉ，社会

理科，数学，Ոఉ，ެ民

― 1�3 ―
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௿ඞཁ୯Ґ਺࠷ͼٴ֨ࢿૅج　２

ʲୈ２දʳ
໔許ঢ়の種ྨ

所要資֨
༮ஓԂ校教་ খ学校教་ 中学校教་ 等学校教་ߴ

専修໔許ঢ় 一種໔許ঢ় 専修໔許ঢ় 一種໔許ঢ় 専修໔許ঢ় 一種໔許ঢ় 専修໔許ঢ় 一種໔許ঢ়

資֨ૅج
修࢜の学
位を有す
ること

学࢜の学
位を有す
ること

修࢜の学
位を有す
ること

学࢜の学
位を有す
ること

修࢜の学
位を有す
ること

学࢜の学
位を有す
ること

修࢜の学
位を有す
ること

学࢜の学
位を有す
ること

大
学
に
お
け
る
最
低
修
得
単
位
数

教科及び教科の指ಋ
法に関する科໨（༮
ஓԂ教་：ྖҬ及び
保育内容の指ಋ法に
関する科໨）

1� 1� 30 30 28 28 24 24

教育のૅج的理ղに
関する科໨ 10 10 10 10 10 10 10 10

道ಙɺ૯合的な学習
の時間等の指ಋ法及
び生徒指ಋɺ教育相
談等に関する科໨

4 4 10 10 10 10 8 8

教育実ફに関する科
໨ 7 7 7 7 7 7 5 5

大学がಠ自に設定す
る科໨ 38 14 2� 2 28 4 3� 12

合　　計 75 51 83 59 83 59 83 59

໔許ঢ়の種ྨ
所要資֨

ಛ別支援学校教་
専修໔許ঢ় 一種໔許ঢ়

資֨ૅج

修࢜の学位を有す
ること及びখ・中・
又は༮ஓԂの普ߴ
通໔許ঢ়を有する
こと

学࢜の学位を有す
ること及びখ・中・
又は༮ஓԂの普ߴ
通໔許ঢ়を有する
こと

ಛ別支援教育に関する
科໨ 50 2�

　　　ʦ備考ʧ専修໔許ঢ়に係る科໨の単位数のうち，その単位数からそれͧれの一種໔許ঢ়に係るಉ

ཝに定める科໨の各単位数をそれͧれࠩし引いた単位数については，大学院の課ఔ又は

大学の専߈科の課ఔएしくは文部科学大ਉの指定するこれに相当する課ఔにおいて修得

するものとする。
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科等にؔ͢る授業科໨ڭ　３

１　人間発達ઐ߈

ʲಛผࢧԉ �r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　̡ ୈ３දʳ

໔許法にن定する科໨
ʤ໔許ঢ়の種ྨʥ 単位数

に対応する授業科໨ࠨ
備考

授　　業　　科　　໨ 単位数

ಛ別支援教育に関する
科໨

ʦಛ別支援学校教་専
修໔許ঢ়ʧ

24

ʲಛ別支援教育に関する科໨ʳ
発達障害ྟচ学ಛ論ᶗ

（福ࢱ分野に関する理論と支援のల開） 2

発達障害ྟচ学ಛ論ԋ習 2
発達障害心理学ಛ論ᶗʵ１

（教育分野に関する理論と支援のల開１） 1

発達障害心理学ಛ論ᶗʵ２
（教育分野に関する理論と支援のల開２） 1

発達障害心理学ಛ論ԋ習１ 1
発達障害心理学ಛ論ԋ習２ 1
心理ྍ法（聴覚障害等）１ 1
心理ྍ法（聴覚障害等）２ 1
ྟচ人間関係（知的障害等）１ 1
ྟচ人間関係（知的障害等）２ 1
ྟচ人間関係（知的障害等）ԋ習１ 1
ྟচ人間関係（知的障害等）ԋ習２ 1
ྟচ人間関係学ಛ論ᶗʵ１

（Ո଒関係・ू団・地Ҭ社会における心
理支援に関する理論と実ફ１）

1

ྟচ人間関係学ಛ論ᶗʵ２
（Ո଒関係・ू団・地Ҭ社会における心
理支援に関する理論と実ફ２）

1

ྟচ人間関係学ಛ論ԋ習１ 1
ྟচ人間関係学ಛ論ԋ習２ 1
知的障害ྟচ学ಛ論ᶗʵ１ 1
知的障害ྟচ学ಛ論ᶗʵ２ 1
インクルーγϰ社会支援論１ 1
インクルーγϰ社会支援論２ 1
エンパワメント支援ಛ論ᶗʵ１ 1
エンパワメント支援ಛ論ᶗʵ２ 1
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ʲ༮ஓԂ 　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�̡ ୈ４දʳ

໔許法にن定する科໨
ʤ໔許ঢ়の種ྨʥ 単位数

に対応する授業科໨ࠨ
備考

授　　業　　科　　໨ 単位数

教໔に関する科໨

ʦ༮ஓԂ教་専修໔許
ঢ়ʧ

24

ʲ教໔に関する科໨ʳ
自ݾ形成ಛ論ᶗʵ１ 1
自ݾ形成ಛ論ᶗʵ２ 1
自ݾ形成ಛ論ԋ習１ 1
自ݾ形成ಛ論ԋ習２ 1
教育発達心理学ಛ論ᶗʵ１ 1
教育発達心理学ಛ論ᶗʵ２ 1
教育発達心理学ಛ論ԋ習１ 1
教育発達心理学ಛ論ԋ習２ 1
西༸教育࢙ಛ論ᶗʵ１ 1
西༸教育࢙ಛ論ᶗʵ２ 1
西༸教育࢙ಛ論ԋ習１ 1
西༸教育࢙ಛ論ԋ習２ 1
教育行੓ಛ論ᶗʵ１ 1
教育行੓ಛ論ᶗʵ２ 1
教育行੓ಛ論ԋ習１ 1
教育行੓ಛ論ԋ習２ 1
教育方法学ಛ論ᶗʵ１ 1
教育方法学ಛ論ᶗʵ２ 1
教育方法学ಛ論ԋ習１ 1
教育方法学ಛ論ԋ習２ 1
社会認ࣝ教育内容ಛ論ᶗʵ１ 1
社会認ࣝ教育内容ಛ論ᶗʵ２ 1
社会認ࣝ教育内容ಛ論ԋ習１ 1
社会認ࣝ教育内容ಛ論ԋ習２ 1
数理認ࣝ発達ಛ論ᶗʵ１ 1
数理認ࣝ発達ಛ論ᶗʵ２ 1
数理認ࣝ発達ಛ論ԋ習１ 1
数理認ࣝ発達ಛ論ԋ習２ 1
子ども身体運動・表現ಛ論ᶗʵ１ 1
子ども身体運動・表現ಛ論ᶗʵ２ 1
子ども身体運動・表現ಛ論ԋ習１ 1
子ども身体運動・表現ಛ論ԋ習２ 1
ಐ造形表現ಛ論ᶗʵ１ࣇ 1
ಐ造形表現ಛ論ᶗʵ２ࣇ 1
ಐ造形表現ಛ論ԋ習１ࣇ 1
ಐ造形表現ಛ論ԋ習２ࣇ 1
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ಐ文学表現ಛ論ᶗʵ１ࣇ 1
ಐ文学表現ಛ論ᶗʵ２ࣇ 1
ಐ文学表現ಛ論ԋ習１ࣇ 1
ಐ文学表現ಛ論ԋ習２ࣇ 1
ೕ༮ࣇ発達ಛ論ᶗʵ１ 1
ೕ༮ࣇ発達ಛ論ᶗʵ２ 1
ೕ༮ࣇ発達ಛ論ԋ習１ 1
ೕ༮ࣇ発達ಛ論ԋ習２ 1
ೕ༮ࣇ教育保育ಛ論ᶗʵ１ 1
ೕ༮ࣇ教育保育ಛ論ᶗʵ２ 1
ೕ༮ࣇ教育保育ಛ論ԋ習１ 1
ೕ༮ࣇ教育保育ಛ論ԋ習２ 1
Ոఉ保育ಛ論ᶗʵ１ 1
Ոఉ保育ಛ論ᶗʵ２ 1
Ոఉ保育ಛ論ԋ習１ 1
Ոఉ保育ಛ論ԋ習２ 1

ʲখ学ߍ �r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　̡ ୈ５දʳ

໔許法にن定する科໨
ʤ໔許ঢ়の種ྨʥ 単位数

に対応する授業科໨ࠨ
備考

授　　業　　科　　໨ 単位数

教໔に関する科໨

ʦখ学校教་専修໔許
ঢ়ʧ

24

ʲ教໔に関する科໨ʳ
自ݾ形成ಛ論ᶗʵ １ 1
自ݾ形成ಛ論ᶗʵ ２ 1
自ݾ形成ಛ論ԋ習１ 1
自ݾ形成ಛ論ԋ習２ 1
教育発達心理学ಛ論ᶗʵ１ 1
教育発達心理学ಛ論ᶗʵ２ 1
教育発達心理学ಛ論ԋ習１ 1
教育発達心理学ಛ論ԋ習２ 1
西༸教育࢙ಛ論ᶗʵ１ 1
西༸教育࢙ಛ論ᶗʵ２ 1
西༸教育࢙ಛ論ԋ習１ 1
西༸教育࢙ಛ論ԋ習２ 1
教育制度ಛ論ᶗʵ１ 1
教育制度ಛ論ᶗʵ２ 1
教育制度ಛ論ԋ習１ 1
教育制度ಛ論ԋ習２ 1
教育方法学ಛ論ᶗʵ１ 1
教育方法学ಛ論ᶗʵ２ 1
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教育方法学ಛ論ԋ習１ 1
教育方法学ಛ論ԋ習２ 1
社会認ࣝ教育内容ಛ論ᶗʵ１ 1
社会認ࣝ教育内容ಛ論ᶗʵ２ 1
社会認ࣝ教育内容ಛ論ԋ習１ 1
社会認ࣝ教育内容ಛ論ԋ習２ 1
科学教育原理ಛ論ᶗʵ１ 1
科学教育原理ಛ論ᶗʵ２ 1
科学教育原理ಛ論ԋ習１ 1
科学教育原理ಛ論ԋ習２ 1
教ࢣ教育学ಛ論ᶗʵ１ 1
教ࢣ教育学ಛ論ᶗʵ２ 1
教ࢣ教育学ಛ論ԋ習１ 1
教ࢣ教育学ಛ論ԋ習２ 1
数理認ࣝ発達ಛ論ᶗʵ１ 1
数理認ࣝ発達ಛ論ᶗʵ２ 1
数理認ࣝ発達ಛ論ԋ習１ 1
数理認ࣝ発達ಛ論ԋ習２ 1
子ども身体運動・表現ಛ論ᶗʵ１ 1
子ども身体運動・表現ಛ論ᶗʵ２ 1
子ども身体運動・表現ಛ論ԋ習１ 1
子ども身体運動・表現ಛ論ԋ習２ 1
ಐ造形表現ಛ論ᶗʵ１ࣇ 1
ಐ造形表現ಛ論ᶗʵ２ࣇ 1
ಐ造形表現ಛ論ԋ習１ࣇ 1
ಐ造形表現ಛ論ԋ習２ࣇ 1
ಐ文学表現ಛ論ᶗʵ１ࣇ 1
ಐ文学表現ಛ論ᶗʵ２ࣇ 1
ಐ文学表現ಛ論ԋ習１ࣇ １
ಐ文学表現ಛ論ԋ習２ࣇ １

ʲอ݈ମҭ �r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　̡ ୈ６දʳ

໔許法にن定する科໨
ʤ໔許ঢ়の種ྨʥ 単位数

に対応する授業科໨ࠨ
備考

授　　業　　科　　໨ 単位数

教໔に関する科໨ʦ中
学校・ߴ等学校教་専
修໔許ঢ়ʧ

24
ʲ教໔に関する科໨ʳ
自ݾ形成ಛ論ᶗʵ１ 1
自ݾ形成ಛ論ᶗʵ２ 1
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自ݾ形成ಛ論ԋ習１ 1
自ݾ形成ಛ論ԋ習２ 1
教育発達心理学ಛ論ᶗʵ１ 1
教育発達心理学ಛ論ᶗʵ２ 1
教育発達心理学ಛ論ԋ習１ 1
教育発達心理学ಛ論ԋ習２ 1
西༸教育࢙ಛ論ᶗʵ１ 1
西༸教育࢙ಛ論ᶗʵ２ 1
西༸教育࢙ಛ論ԋ習１ 1
西༸教育࢙ಛ論ԋ習２ 1
教育制度ಛ論ᶗʵ１ 1
教育制度ಛ論ᶗʵ２ 1
教育制度ಛ論ԋ習１ 1
教育制度ಛ論ԋ習２ 1
科学教育原理ಛ論ᶗʵ１ 1
科学教育原理ಛ論ᶗʵ２ 1
科学教育原理ಛ論ԋ習１ 1
科学教育原理ಛ論ԋ習２ 1
教ࢣ教育学ಛ論ᶗʵ１ 1
教ࢣ教育学ಛ論ᶗʵ２ 1
教ࢣ教育学ಛ論ԋ習１ 1
教ࢣ教育学ಛ論ԋ習２ 1
スポーツ指ಋ法ಛ論１ 1
スポーツ指ಋ法ಛ論２ 1
スポーツ指ಋ法ಛ論ԋ習１ 1
スポーツ指ಋ法ಛ論ԋ習２ 1

ʲԻָ �r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　̡ ୈ７දʳ

໔許法にن定する科໨
ʤ໔許ঢ়の種ྨʥ 単位数

に対応する授業科໨ࠨ
備考

授　　業　　科　　໨ 単位数

教໔に関する科໨ʦ中
学校・ߴ等学校教་専
修໔許ঢ়ʧ

24
ʲ教໔に関する科໨ʳ
自ݾ形成ಛ論ᶗʵ１ 1
自ݾ形成ಛ論ᶗʵ２ 1
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自ݾ形成ಛ論ԋ習１ 1
自ݾ形成ಛ論ԋ習２ 1
教育発達心理学ಛ論ᶗʵ１ 1
教育発達心理学ಛ論ᶗʵ２ 1
教育発達心理学ಛ論ԋ習１ 1
教育発達心理学ಛ論ԋ習２ 1
西༸教育࢙ಛ論ᶗʵ１ 1
西༸教育࢙ಛ論ᶗʵ２ 1
西༸教育࢙ಛ論ԋ習１ 1
西༸教育࢙ಛ論ԋ習２ 1
教育制度ಛ論ᶗʵ１ 1
教育制度ಛ論ᶗʵ２ 1
教育制度ಛ論ԋ習１ 1
教育制度ಛ論ԋ習２ 1
科学教育原理ಛ論ᶗʵ１ 1
科学教育原理ಛ論ᶗʵ２ 1
科学教育原理ಛ論ԋ習１ 1
科学教育原理ಛ論ԋ習２ 1
教ࢣ教育学ಛ論ᶗʵ１ 1
教ࢣ教育学ಛ論ᶗʵ２ 1
教ࢣ教育学ಛ論ԋ習１ 1
教ࢣ教育学ಛ論ԋ習２ 1
Իָ科教育ಛ論１ 1 必修
Իָ科教育ಛ論２ 1 必修
Իָ科教育ಛ論ԋ習１ 1
Իָ科教育ಛ論ԋ習２ 1

ʲඒज़ 　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�̡ ୈ ��දʳ

໔許法にن定する科໨
ʤ໔許ঢ়の種ྨʥ 単位数

に対応する授業科໨ࠨ
備考

授　　業　　科　　໨ 単位数
教໔に関する科໨

ʦ中学校・ߴ等学校教
་専修໔許ঢ়ʧ

24

ʲ教໔に関する科໨ʳ
自ݾ形成ಛ論ᶗʵ１ 1

自ݾ形成ಛ論ᶗʵ２ 1
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自ݾ形成ಛ論ԋ習１ 1
自ݾ形成ಛ論ԋ習２ 1
教育発達心理学ಛ論ᶗʵ１ 1
教育発達心理学ಛ論ᶗʵ２ 1
教育発達心理学ಛ論ԋ習１ 1
教育発達心理学ಛ論ԋ習２ 1
西༸教育࢙ಛ論ᶗʵ１ 1
西༸教育࢙ಛ論ᶗʵ２ 1
西༸教育࢙ಛ論ԋ習１ 1
西༸教育࢙ಛ論ԋ習２ 1
教育行੓ಛ論ᶗʵ１ 1
教育行੓ಛ論ᶗʵ２ 1
教育行੓ಛ論ԋ習１ 1
教育行੓ಛ論ԋ習２ 1
科学教育原理ಛ論ᶗʵ１ 1
科学教育原理ಛ論ᶗʵ２ 1
科学教育原理ಛ論ԋ習１ 1
科学教育原理ಛ論ԋ習２ 1
教ࢣ教育学ಛ論ᶗʵ１ 1
教ࢣ教育学ಛ論ᶗʵ２ 1
教ࢣ教育学ಛ論ԋ習１ 1
教ࢣ教育学ಛ論ԋ習２ 1
ಐ造形表現ಛ論ᶗʵ１ࣇ 1
ಐ造形表現ಛ論ᶗʵ２ࣇ 1
ಐ造形表現ಛ論ԋ習１ࣇ 1
ಐ造形表現ಛ論ԋ習２ࣇ 1
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２　人間環境学ઐ߈�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　̡ ୈ９දʳ

໔許法にن定する科໨
ʤ໔許ঢ়の種ྨʥ 単位数

に対応する授業科໨ࠨ
備考

授　　業　　科　　໨ 単位数

理科の教科に関する科
໨

ʤ中学校・ߴ等学校教
་専修໔許ঢ়ʥ

24

ʲ教科に関する科໨ʳ
サイエンスコϛϡニέーγϣンԋ習 １
環境ૅج物質科学Ａʵ１ 1
環境ૅج物質科学Ａʵ２ 1
環境ૅج物質科学Ｂʵ１ 1
環境ૅج物質科学Ｂʵ２ 1
環境ૅج物質科学Ｃʵ１ 1
環境ૅج物質科学Ｃʵ２ 1
࿭੕環境物理学ಛ論ᶗʵ１ 1
࿭੕環境物理学ಛ論ᶗʵ２ 1
ඇ線形物理学ಛ論ᶗʵ１ 1
ඇ線形物理学ಛ論ᶗʵ２ 1
環境ૅج生໋科学Ａʵ１ 1
環境ૅج生໋科学Ａʵ２ 1
環境ૅج生໋科学Ｂʵ１ 1
環境ૅج生໋科学Ｂʵ２ 1
環境分子生໋科学ಛ論１ 1
環境分子生໋科学ಛ論２ 1
環境ޫ合成科学ಛ論ᶗʵ１ 1
環境ޫ合成科学ಛ論ᶗʵ２ 1
環境ޫ合成科学ಛ論ԋ習１ 1
環境ޫ合成科学ಛ論ԋ習２ 1
২物多様ੑಛ論ᶗʵ１ 1
২物多様ੑಛ論ᶗʵ２ 1
২物多様ੑಛ論ԋ習１ 1
২物多様ੑಛ論ԋ習２ 1
環境ద応科学ಛ論ԋ習１ 1
環境ద応科学ಛ論ԋ習２ 1
環境地質学ಛ論ᶗʵ１ 1
環境地質学ಛ論ᶗʵ２ 1
環境地質学ಛ論ԋ習１ 1
環境地質学ಛ論ԋ習２ 1
Ӊ஦環境物理学ಛ論ᶗʵ１ 1
Ӊ஦環境物理学ಛ論ᶗʵ２ 1
環境有機化学ಛ論ᶗʵ１ 1
環境有機化学ಛ論ᶗʵ２ 1
環境有機化学ಛ論ԋ習１ 1
環境有機化学ಛ論ԋ習２ 1
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超分子化学ಛ論１ 1
超分子化学ಛ論２ 1
超分子化学ಛ論ԋ習１ 1
超分子化学ಛ論ԋ習２ 1

数学の教科に関する科
໨

ʤ中学校・ߴ等学校教
་専修໔許ঢ়ʥ

24

ʲ教科に関する科໨ʳ
౷計推ଌಛ論ᶗʵ１ 1
౷計推ଌಛ論ᶗʵ２ 1
౷計推ଌಛ論ԋ習１ 1
౷計推ଌಛ論ԋ習２ 1
౷計ղੳಛ論１ 1
౷計ղੳಛ論２ 1
౷計ղੳಛ論ԋ習１ 1
౷計ղੳಛ論ԋ習２ 1
情報数理方法ಛ論ᶗʵ１ 1
情報数理方法ಛ論ᶗʵ２ 1
情報数理方法ಛ論ԋ習１ 1
情報数理方法ಛ論ԋ習２ 1
応用トポロジーಛ論ᶗʵ１ 1
応用トポロジーಛ論ᶗʵ２ 1
応用トポロジーಛ論ԋ習１ 1
応用トポロジーಛ論ԋ習２ 1
ඇ線形数理ಛ論ᶗʵ１ 1
ඇ線形数理ಛ論ᶗʵ２ 1
ඇ線形数理ಛ論ԋ習１ 1
ඇ線形数理ಛ論ԋ習２ 1
数式ॲ理ಛ論ᶗʵ１ 1
数式ॲ理ಛ論ᶗʵ２ 1
数式ॲ理ಛ論ԋ習１ 1
数式ॲ理ಛ論ԋ習２ 1
応用ز何学ಛ論ᶗʵ１ 1
応用ز何学ಛ論ᶗʵ２ 1
応用ز何学ಛ論ԋ習１ 1
応用ز何学ಛ論ԋ習２ 1

Ոఉの教科に関する科໨

ʤ中学校・ߴ等学校教་
専修໔許ঢ়ʥ

24

ʲ教科に関する科໨ʳ
৯環境学ಛ論ᶗʵ A 1
৯環境学ಛ論ᶗʵ B 1
৯環境学ಛ論ԋ習 A 1
৯環境学ಛ論ԋ習 B 1
ҥ環境ಛ論ᶗʵ A 1
ҥ環境ಛ論ᶗʵ B 1

P173-186-2026.indd   183 2026/03/21   13:29:50



― 1�4 ―

ҥ環境ಛ論ԋ習 A 1
ҥ環境ಛ論ԋ習 B 1
電子応用機能ಛ論ᶗʵ A 1
電子応用機能ಛ論ᶗʵ B 1
電子応用機能ಛ論ԋ習 A 1
電子応用機能ಛ論ԋ習 B 1
生活環境共生ಛ論ᶗʵ A 1
生活環境共生ಛ論ᶗʵ B 1
生活環境共生ಛ論ԋ習 A 1
生活環境共生ಛ論ԋ習 B 1
ライフスタイルಛ論ᶗʵ A 1
ライフスタイルಛ論ᶗʵ B 1
ライフスタイルಛ論ԋ習 A 1
ライフスタイルಛ論ԋ習 B 1
౎ࢢ生ଶಛ論ᶗʵ１ 1
౎ࢢ生ଶಛ論ᶗʵ２ 1
౎ࢢ生ଶಛ論ԋ習 A 1
౎ࢢ生ଶಛ論ԋ習 B 1
健康環境科学ಛ論ᶗʵ A 1
健康環境科学ಛ論ᶗʵ B 1
健康環境科学ಛ論ԋ習 A 1
健康環境科学ಛ論ԋ習 B 1

社会の教科に関する科
໨

ʤ中学校教་専修໔許
ঢ়ʥ

24

ʲ教科に関する科໨ʳ
業社会構造ಛ論ᶗʵ࢈ A 1
業社会構造ಛ論ᶗʵ࢈ B 1
業社会構造ಛ論ԋ習࢈ A 1
業社会構造ಛ論ԋ習࢈ B 1
౎ࢢ地Ҭ構造ಛ論ᶗʵ A 1
౎ࢢ地Ҭ構造ಛ論ᶗʵ B 1
౎ࢢ地Ҭ構造ಛ論ԋ習 A 1
౎ࢢ地Ҭ構造ಛ論ԋ習 B 1
農ଜ地Ҭ構造ಛ論ᶗʵ A 1
農ଜ地Ҭ構造ಛ論ᶗʵ B 1
農ଜ地Ҭ構造ಛ論ԋ習 A 1
農ଜ地Ҭ構造ಛ論ԋ習 B 1
国際社会構造ಛ論ᶗʵ A 1
国際社会構造ಛ論ᶗʵ B 1
国際社会構造ಛ論ԋ習 A 1
国際社会構造ಛ論ԋ習 B 1
社会変動ಛ論ᶗʵ A 1
社会変動ಛ論ᶗʵ B 1
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社会変動ಛ論ԋ習 A 1
社会変動ಛ論ԋ習 B 1
࿑ಇ社会論ಛ論ᶗʵ A 1
࿑ಇ社会論ಛ論ᶗʵ B 1
࿑ಇ社会論ಛ論ԋ習 A 1
࿑ಇ社会論ಛ論ԋ習 B 1
ൺֱ社会ൣنಛ論ᶗʵ A 1
ൺֱ社会ൣنಛ論ᶗʵ B 1
ൺֱ社会ൣنಛ論ԋ習 A 1
ൺֱ社会ൣنಛ論ԋ習 B 1
社会環境ࢥ૝࢙ಛ論ᶗʵ A 1
社会環境ࢥ૝࢙ಛ論ᶗʵ B 1
社会環境ࢥ૝࢙ಛ論ԋ習 A 1
社会環境ࢥ૝࢙ಛ論ԋ習 B 1

ެ民の教科に関する科
໨

ʤߴ等学校教་専修໔
許ঢ়ʥ

24

ʲ教科に関する科໨ʳ
業社会構造ಛ論ᶗʵ࢈ A 1
業社会構造ಛ論ᶗʵ࢈ B 1
業社会構造ಛ論ԋ習࢈ A 1
業社会構造ಛ論ԋ習࢈ B 1
国際社会構造ಛ論ᶗʵ A 1
国際社会構造ಛ論ᶗʵ B 1
国際社会構造ಛ論ԋ習 A 1
国際社会構造ಛ論ԋ習 B 1
農ଜ地Ҭ構造ಛ論ᶗʵ A 1
農ଜ地Ҭ構造ಛ論ᶗʵ B 1
農ଜ地Ҭ構造ಛ論ԋ習 A 1
農ଜ地Ҭ構造ಛ論ԋ習 B 1
国際社会構造ಛ論ᶗʵ A 1
国際社会構造ಛ論ᶗʵ B 1
国際社会構造ಛ論ԋ習 A 1
国際社会構造ಛ論ԋ習 B 1
社会変動ಛ論ᶗʵ A 1
社会変動ಛ論ᶗʵ B 1
社会変動ಛ論ԋ習 A 1
社会変動ಛ論ԋ習 B 1
࿑ಇ社会論ಛ論ᶗʵ A 1
࿑ಇ社会論ಛ論ᶗʵ B 1
࿑ಇ社会論ಛ論ԋ習 A 1
࿑ಇ社会論ಛ論ԋ習 B 1
ൺֱ社会ൣنಛ論ᶗʵ A 1
ൺֱ社会ൣنಛ論ᶗʵ B 1
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ൺֱ社会ൣنಛ論ԋ習 A 1
ൺֱ社会ൣنಛ論ԋ習 B 1
社会環境ࢥ૝࢙ಛ論ᶗʵ A 1
社会環境ࢥ૝࢙ಛ論ᶗʵ B 1
社会環境ࢥ૝࢙ಛ論ԋ習 A 1
社会環境ࢥ૝࢙ಛ論ԋ習 B 1
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７　臨床心理学コース学生の公認心理師受験資格に
関する科目の受講について
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ྟচ৺ཧ学ίʔス学生の
ެೝ৺ཧࢣड֨ࢿݧにؔ͢る科໨のडߨについて

　ྟচ心理学コースの学生で，ެ認心理ࢣの受験資֨取得をر望する学生は，人間発達環境学研究科ن

則第 29 ৚による所定の修了要݅をຬたすとともに，ެ認心理ࢣとなるために必要な科໨に対応する本

研究科の授業科໨を必ず受ߨしてください。なお，ެ認心理ࢣの受験資֨を得るためには学部において

もެ認心理ࢣに必要な科໨をཤ修し卒業しているか，もしくは受験資֨ಛྫの৚݅をຬたしておく必要

があります。

　ެ認心理ࢣ法にن定する必要な科໨と本研究科の受験科໨の対応はԼ表のとおりです。

ެೝ৺ཧࢣ科໨

大学院に必要な科໨ 単位 備　考

A　心理実ફ科໨

ᶃ保健医ྍ分野に関する理論と支援のల開
　ਫ਼神医学ಛ論１（保健医ྍ分野に関する理論と支援のల開１）
　ਫ਼神医学ಛ論２（保健医ྍ分野に関する理論と支援のల開２）

１
１

必修
必修

ᶄ福ࢱ分野に関する理論と支援のల開
　発達障害ྟচ学ಛ論ᶗ（福ࢱ分野に関する理論と支援のల開）
　ྟচ心理実ફԋ習 A ʵ１（福ࢱ分野に関する理論と支援のల開１）
　ྟচ心理実ફԋ習 A ʵ２（福ࢱ分野に関する理論と支援のల開２）
　認知行動支援ಛ論ᶗʵ１（福ࢱ分野に関する理論と支援のల開１）
　認知行動支援ಛ論ᶗʵ２（福ࢱ分野に関する理論と支援のల開２）

２
１
１
１
１

２単位બ୒必修

ʩセットでཤ修

ʩセットでཤ修

ᶅ教育分野に関する理論と支援のల開
　発達障害心理学ಛ論ᶗʵ１（教育分野に関する理論と支援のల開１）
　発達障害心理学ಛ論ᶗʵ２（教育分野に関する理論と支援のల開２）
　ྟচࣇಐ心理学ಛ論１（教育分野に関する理論と支援のల開１）
　ྟচࣇಐ心理学ಛ論２（教育分野に関する理論と支援のల開２）

１
１
１
１

２単位બ୒必修

ʩセットでཤ修

ʩセットでཤ修

ᶆ࢘法・൜ࡑ分野に関する理論と支援のల開
　࢘法・൜ࡑ分野に関する理論と支援のల開 １ 必修

ᶇ࢈業・࿑ಇ分野に関する理論と支援のల開
業・࿑ಇ分野に関する理論と支援のల開࢈　 １ 必修

ᶈ心理的アセスメントに関する理論と実ફ
　ྟচ心理査定ԋ習１（心理的アセスメントに関する理論と実ફ１）
　ྟচ心理査定ԋ習２（心理的アセスメントに関する理論と実ફ２）

１
１

必修
必修

ᶉ心理支援に関する理論と実ફ
　ྟচ心理面接ಛ論ᶗʵ１（心理支援に関する理論と実ફ１）
　ྟচ心理面接ಛ論ᶗʵ２（心理支援に関する理論と実ફ２）
　ྟচ心理面接ಛ論ᶗʵ３（心理支援に関する理論と実ફ３）
　ྟচ心理面接ಛ論ᶗʵ４（心理支援に関する理論と実ફ４）

１
１
１
１

必修
必修
必修
必修
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ᶊՈ଒関係・ू団・地Ҭ社会における心理支援に関する理論と実ફ
　ྟচ人間関係学ಛ論ᶗʵ１
　（Ո଒関係・ू団・地Ҭ社会における心理支援に関する理論と実ફ１）
　ྟচ人間関係学ಛ論ᶗʵ２
　（Ո଒関係・ू団・地Ҭ社会における心理支援に関する理論と実ફ２）

１

１

必修

必修

ᶋ心の健康教育に関する理論と実ફ
　健康教育学ಛ論ᶗʵＡ（心の健康教育に関する理論と実ફ１）
　健康教育学ಛ論ᶗʵＢ（心の健康教育に関する理論と実ફ２）
　健康行動科学ಛ論ᶗʵ１（心の健康教育に関する理論と実ફ１）
　健康行動科学ಛ論ᶗʵ２（心の健康教育に関する理論と実ફ２）

１
１
１
１

２単位બ୒必修

ʩセットでཤ修

ʩセットでཤ修

Ｂ　実習科໨

ᶌ心理実ફ実習（450 時間Ҏ上）
　心理実ફ実習ᶗ
　ྟচ心理実習ᶗʵ１（心理実ફ実習ᶘ）

５
５

必修　M1 相当
必修　M2 相当
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େ学ͱ஍ҬのϓϥοτϑΥʔϜ

発達ࢧԉΠンスςΟςϡʔτ

　発達支援インステΟテϡートは，人間発達に関わる応用໨的，実ફ的研究を઱明にするために，大学
と地Ҭをつな͙プラットフΥームとして設ཱされました。このインステΟテϡートは人間発達環境学研
究科に付設されており，「ώϡーϚン・コϛϡニテΟ創成研究センター」「心理教育相談室」「教育連携推
進室」「サイエンスγϣップ」「アクテΟブエイジング研究センター」の５つの૊৫から成りཱっています。
　「心理教育相談室」は一ൠ޲けの心理相談業務を行い，合わせてྟচ心理࢜のཆ成に関わるフΟール
ドを提ڙしています。「教育連携推進室」は，ߴ等学校をはじめখ学校，中学校，ಛ別支援学校，教育
ҕ員会等とڠ力し，ߴ大連携事業を推進するとともに，初等中等教育に対する支援及び学校教育・社会
教育における連携事業へのڠ力を行います。
　「ώϡーϚン・コϛϡニテΟ創成研究センター」は，NP0，N(0，行੓，ا業，学校などと連携しつつ，
実ફ的な人間発達研究を進めることを໨的とした૊৫で，「子ども・Ոఉ支援」「社会教育・サービスラー
ニング支援」「ジェンダー・コϛϡニテΟ支援」「ϔルス・プロモーγϣン・健康行動支援」「インクルー
γϰ社会支援」「自વ共生地Ҭ支援」「国際開発実ફ支援」「社会保障・ιーγャルアクγϣン支援」の
８つの部໳といくつかのプロジェクト研究グループがあります。また，サテライト施設としての「のび
やかスペース　あーち」を運営しています。
　当研究科には，上記「ώϡーϚン・コϛϡニテΟ創成研究センター」に属する教員が担当する「１年
ཤ修コース」がಛ別に設けられています。このコースは，部໳に関連するフΟールドで一定の社会的ܦ
験をੵんだ社会人を対象としたもので，修了時に修࢜の学位が授༩されます。院生は，このコースで，
研究ख法を学びながら，自らがܦ験してきた内容をまとめる形で修࢜論文またはリサーチペーパーを׬
成させることが求められます。修了生は，研究的視఺をもって，再度現場に໭って活༂することが期待
されていますが，修了後キャリアアップを実現している修了生も多くいます。
　「サイエンスγϣップ」は，神戸大学学生および地Ҭ社会ࢢ民が科学に関わる課୊や活動への取り૊
みの支援，学生に対しては，科学者に求められる創造的研究能力（課୊発見，ղܾ能力など），コϛϡ
ニέーγϣン能力等の資質をߴめるとともに，ࢢ民に対しては科学ٕ術的課୊に対するエンパワーメン
ト，さらに地Ҭの科学教育ߴ度化を支援することを໨的としています。
　「アクテΟブエイジング研究センター」はアクテΟブエイジングに関わるઌ୺的研究を創発し，本研
究分野の活ੑ化とその成Ռの社会的ؐݩを通してྸߴ化に係る課୊ղܾにݙߩすることを໨的としてい
ます。

େ学Ӄ人間発達環境学研究科ത࢜՝ఔલ期՝ఔ
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教育連携
推進室

アクティブエイジング
研究センター

●子ども・家庭支援
●社会教育・サービスラーニング支援
●ジェンダー・コミュニティ支援
●ヘルス・プロモーション・健康行動支援
●インクルーシヴ社会支援
●自然共生地域支援
●国際開発実践支援
●社会保障・ソーシャルアクション支援
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９　学生生活上の周知事項
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１　学生の日常周知事項

１　学生への通知等について

　学生への通知及び連絡は，すべて本研究科掲示板（Ａ棟２階等）により行いますので，定期的に掲

示の内容に留意してください。また，神戸大学及び人間発達環境学研究科のホームページ，うりぼー

ポータル（大学 HP よりリンク）も定期的にチェックしてください。

２　証明書類の交付，発行等について

　⑴　学生証

　　　学生証は学籍を証明するものですから，学生は，学生証の交付を受け，これを常時携帯し本学教

職員の請求があったときは，いつでもこれを提示してください。

　　　学生証を携帯していないときは，図書館その他の施設を利用することができないことがあります。

　　　Ａ　再交付

　　　　　学生証の紛失，破損，改姓，氏名漢字の変更等又は有効期限が過ぎたときは，教務学生係へ

申し出てください。

　　　Ｂ　磁気データ消失

　　　　　学生証の磁気データが消失した場合は，学務部教育推進課（鶴甲第１キャンパスＫ棟）へ磁

気データの書き込みを申し出てください。

　⑵　学割証（学校学生生徒旅客運賃割引証），在学証明書，卒業見込証明書

　　　学割証はＪＲ（旅客鉄道会社）を利用して，実習・見学・帰省などで片道100㎞（営業キロ）を

超えて旅行するときは，普通乗車券に限って旅客運賃の２割引で利用できるものです（他の鉄道・

航路又はバス会社等については，事前に各社の窓口に確認してください）。有効期間は発行日から

３か月間です。１回の交付は２枚までとし，１人年間15枚を限度としますので計画的に使用してく

ださい。（往復乗車券を購入する場合，学割証は１枚で済みます。）

　学割証（学校学生生徒旅客運賃割引証），在学証明書（和文・英文），卒業（修了）見込証明書（和

文・英文），学業成績証明書（和文・英文），仮受験票については「証明書自動発行機」で交付して

いますので，画面表示に従い操作を行ってください。

　証明書の自動発行機を使用する際には，学生証とパスワードの入力が必要です。パスワードにつ

いてはガイダンス等で説明されますが，わからない場合には教務学生係に照会してください。

　仮受験票については，初期パスワードでの交付はできませんので，事前にパスワードの変更を行っ

てください。

　　　証明書自動発行機の設置場所・取扱時間は次のとおりです。

　　　ただし，土曜（六甲台は次表を参照）・日曜・祝日・年末年始（12月29日～１月３日）等の休業日は，

利用できません。

― 191 ―
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設　　置　　場　　所 取　　扱　　時　　間

国際文化学研究科Ｂ棟１階ホール内 ８：40 ～ 17：10

人間発達環境学研究科Ａ棟２階 ８：30 ～ 17：15

六甲台第３学舎１階学生コーナー ８：45 ～ 17：00 　（月～土曜日）

工学部玄関１階 ８：30 ～ 17：30

文学部本館１階 ９：00 ～ 17：15

農学部Ａ棟１階学生ホール内 ９：00 ～ 17：15

医学部医学科学生ホール１階 ９：00 ～ 17：00

医学部保健学科Ｂ棟１階 ８：30 ～ 18：00 　（水・金曜日は 19：00 まで）

海事科学部事務棟１階 ８：30 ～ 17：15

　⑶　人物考査書，推薦書

　　　就職のために必要なときは，できるだけ早くキャリアサポートセンターへ願い出てください。

　⑷　健康診断証明書

　　　就職等のために必要な場合は，必要とする日の前日までに保健管理センターへ申し込んでくださ

い。（午前９：00 ～ 12：00 ，午後１：00 ～４：00）

　　　ただし，必ずしも翌日に交付できない場合があるので，注意してください。

　　　なお，健康診断証明書は，大学で行う定期健康診断を受検した者に限り交付します。（申込み期

間等については掲示に注意してください）

　卒業（修了）証明書，提出機関が指定する様式の各種証明書が必要なときは，教務学生係で所定

の証明書発行（交付）願により申込み，交付を受けてください。

　ただし，申込日から発行まで時間がかかりますので，教務学生係の指示に従ってください。

３　通学定期乗車券の購入について

　　通学定期券を購入する際は，利用する交通機関ごとに「通学証明書」交付願を自動発行機で出力し，

必要事項を記入して，教務学生係または学生センターの担当窓口に提出してください。

　　交付された「通学証明書」及び「学生証」を各交通機関の定期券発売所に持参して通学定期乗車券

を購入してください。

　　ただし，購入できる通学定期乗車券は宿所（現住所）の最寄り駅から大学（就学学舎）の最寄り駅

との間を順路により通学する場合に購入できます。

　　（注）バスの定期券は月単位になっているところもありますので，確認のこと。

　　　　 購入の時期を誤り，不利益にならないよう注意してください。

４　住所等の変更の届出について

　　入学時に提出した「学生登録票」の内容に変更があったときは，速やかに教務学生係へ届け出てく

ださい。
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５　休学，復学，退学等願出について

　　休学，復学，退学等について願い出る場合は，所定の用紙により事前に理由を記入して，教務学生

係を通じて研究科長に願い出なければなりません。なお，病気のため休学，退学を願い出る場合及び

病気のため休学をした者が復学を願い出る場合は診断書の添付を必要とします。

６　授業料の納付について

　　授業料は，毎年前期分については４月中，後期分については10月中に，口座振替（自動引き落し）

により，納付していただきます。

７　学内掲示物について

　　学内で掲示物を掲示しようとするときは，学生用掲示板に掲示してください。

　　学生用掲示板はＢ棟２Ｆに設けていますので，お互いに譲り合って利用してください。

８　人間発達環境学研究科キャンパスの施設の利用について

　１．発達ホール（D ルーム鶴甲第二キャンパス A 棟ラーニングコモンズ）

　　　発達ホール（D ルーム）は，学習環境改善の一環として，学生相互並びに学生・教職員の交流を

深め，かつ学生・教職員の福利厚生の増進を図るため，A 棟 1 階（玄関西側）に設置されています。

　　　その他に，B 棟１階ホールと F 棟に２ヶ所，ラーニングコモンズとして創造的学習のためのスペー

スが設置されています。

　　　利用が可能な時間等は，平日の午前８時20分から午後９時30分までとし，土曜日，日曜日，国民

の祝日に関する法律に定める休日，12月29日から１月３日までの日及び大学の休業日その他研究科

長が指定する日は利用できません。

　２．人間科学図書館

　　　人間発達環境学研究科には神戸大学附属図書館のひとつ，人間科学図書館があります。館内の開

架閲覧室には，教員による推薦図書や教科書，辞書・辞典や地図などの参考図書が並び，新着図書

や雑誌のコーナーがあります。研究内容に対応した幅広い分野の図書，雑誌，AV 資料などを所蔵し，

学術的に貴重な図書や分野ごとの図書は三層の書庫に配架するなど，勉強・研究を行う上で使用し

やすい配置になっています。閲覧室には個人用のデスクやグループで利用できる学習室が用意され，

また情報検索コーナーの PC からは図書館の Web サイトを使って，情報を検索したり，Web ペー

ジを閲覧したり，電子使用することができるようになっています。無線 LAN も利用でき，視聴覚

資料の DVD なども AV ブースで視聴できます。レポート作成や論文作成の強い味方です。（A 棟

２階）

　３．情報教育設備室（RIE）

　　　RIE（リエ）と呼ばれる情報教育設備室は，自由に PC（iMac）を利用できる教室です。この教

室で授業も行われますが，レポート作成や印刷にも使用できます。PC に詳しいスタッフが待機し

ていますので，もしトラブルが発生しても安心です。PCやネットワークに関すること，神戸大学キャ

ンパスの各所で使える「全学用無線 LAN サービス」の接続方法など，何でも気軽に相談すること

ができます。（F 棟 158）
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　４．キャリアサポートセンター

　　　人間発達環境学研究科キャリアサポートセンターは，A棟１階Dルームの西側にあり，そこでキャ

リア形成支援を行っています。「自分の人生をどう生きるか」を考えるプロセス，そのものをキャ

リア形成と捉え，新入生から大学院生にいたるすべての学生を対象として，就職活動の支援だけで

はなく，現在から将来へ，学生自らが勇気を持って一歩を踏み出すサポートを行っています。具体

的なサポート内容は次の通りです。

　　１．キャリアに関する相談や質問（予約による個別面談）

　 　　　※面談は，予約制にしていますが，急ぎのときなどは，その旨申し出てください。

　　２．求人票閲覧，書籍，ビデオ，DVD 閲覧（貸し出しも可）

　　３．進路に関する情報案内

　　４．その他

　５．グランド，体育館，テニスコート

　　　授業，大学行事，施設管理等に支障のない限り，研究，スポーツ活動等のため，グランド，体育

館，テニスコートを利用することができますが，その場合，使用責任者は，使用しようとする日の

３日前までに所定の使用許可願を学務部学生支援課へ提出し，許可を得なければなりません。ただ

し，外部団体と共催する催しについては， 3 か月前までに願い出なければなりません。

９　　禁煙について

　　本研究科内においては共用スペースでの喫煙は禁止します。指定された場所で喫煙してください。

10　車両による構内への乗入れ禁止について

　　本研究科では，キャンパスが狭隘なため駐車余地がなく，また教育研究環境保全の維持，事故防止

等により四輪車による学生の構内への乗入れは原則として禁止しています。

　　なお，単車による通学についても，常に危険を伴うので努めて自粛するよう要望しています。

　　身体上の理由により，車両の構内乗入れを必要とする者は「車両入構許可願」を教務学生係に提出

して許可を受けてください。

　　やむを得ない理由により単車による通学をする者は，次の指定の駐輪場に駐車してください。

　　　昼　間 午前６時30分から午後９時45分まで（グランド西側）

　　　夜　間 午後８時から翌朝午前８時まで（Ｃ棟西側夜間専用駐輪場）

11　盗難の防止について

　　構内は多数の人が出入りしており，盗難事故もしばしば発生しています。盗難事故の被害者になら

ないためにも，貴重品等は必ず身につけるよう日頃から習慣づけておくことが望ましいです。

　　また，盗難にあったときは，ただちに教務学生係に届けてください。

12　その他

　　次の事項については，大学ホームページに掲載の「学生生活案内」をご覧ください。
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　　１　奨学制度

　　２　アルバイトの紹介

　　３　心身の健康管理

　　４　学生教育研究災害傷害保険制度

　　５　学生アカウント利用上の注意

　　６　ハラスメント
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１　ਆށେ学ࡍࠃ࿈ܞਪਐػ構ڭࡍࠃҭ૯߹ηンλʔنఔ

ʢझ　　ࢫʣ

ୈ１৚　このنఔは，神戸大学国際連携推進機構ن則（平成19年５月29日制定）第 3 ৚第 3 項のن定に

づき，神戸大学国際連携推進機構（ҎԼ「機構」という。）に置く国際教育૯合センター（ҎԼ「セج

ンター」という。）の૊৫及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。

ʢ業　　຿ʣ

ୈ２৚　センターのプログラムコーデΟネート部໳は，次の各߸に掲͛る業務を行う。

　⑴　神戸大学 	 ҎԼ「本学」という。
 の国際ੑを活かしたಛ৭ある教育プログラムの開発・推進を

支援すること。

　⑵　海外大学との連携にجづく学際的な教育プロジェクトのا画ཱ案に関すること。

　⑶　神戸大学 E6 エキスパート人ࡐཆ成プログラムの運営に関すること。

　⑷　本学の大学間交流ڠ定校（ҎԼ「ڠ定校」という。）との学生及び教員の交流活動の支援に関す

ること。

　ᾋ　E6 インステΟテϡート関西に関すること。

　ᾌ　その他ڠ定校との教育交流の推進に寄༩するために必要なこと。

２　センターの留学生教育部໳は，次の各߸に掲͛る業務を行う。

　⑴　留学生交流の推進に関し必要なこと。

　⑵　外国人留学生に対し，日本ޠ及び日本事情に関する教育を行うこと。

　⑶　神戸大学日本ޠ等授業科໨ཤ修ن則 	 平成 1� 年 4 月 1 日制定 
 に定める日本ޠ等授業科໨の教育

に関すること。

　⑷　外国人留学生の所属する学部又は研究科のڠ力を得て，外国人留学生に対し，修学上及び生活上

の指ಋॿݴを行うこと。

　ᾋ　海外留学をر望する学生に対し，修学上及び生活上の指ಋॿݴを行うこと。

　ᾌ　留学生教育に関するௐ査研究を行うこと。

　ᾍ　その他外国人留学生等に対する教育指ಋのॆ実発ల及び留学生交流の推進に寄༩するために必要

なこと。

ʢ෦໳等の૊৫ʣ

ୈ３৚　センターのプログラムコーデΟネート部໳は，次に掲͛る者をもって૊৫する。

　⑴　プログラムコーデΟネート部໳長（ҎԼ「部໳長」という。）

　⑵　プログラムコーデΟネート部໳෭部໳長（ҎԼ「෭部໳長」という。）

　⑶　教授，।教授，ࢣߨ及びॿ教

　⑷　コーデΟネーター

　ᾋ　本学の専任の教員で，前৚第 1 項にن定するセンターのプログラムコーデΟネート部໳の業務に

関し専໳的知ࣝ及びܦ験を有する者のうちから，学長がҕ৤する者

　ᾌ　その他の職員

２　センターの留学生教育部໳は，次に掲͛る者をもって૊৫する。

　⑴　留学生教育部໳長（ҎԼ「部໳長」という。）

― 19� ―
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　⑵　留学生教育部໳෭部໳長（ҎԼ「෭部໳長」という。）

　⑶　教授，।教授，ࢣߨ及びॿ教

　⑷　その他の職員

ʢηンλʔձٞʣ

ୈ４৚　センターの業務をԁ׈に実施し，かつ，その業務について連絡・ٞڠを行うため，センター会

ٞを置く。

２　センター会ٞは，国際連携推進機構長 
 センター長，෭センター長，部໳長及び෭部໳長をもって

૊৫する。

ʢઐ໳ձٞʣ

ୈ５৚　センターに，専໳の事項をௐ査৹ٞさせるため，専໳会ٞを置くことができる。

２　専໳会ٞに関する事項は，センター長が別に定める。

ʢ෦໳ձٞʣ

ୈ６৚　センターの部໳等の業務をԁ׈に実施し，かつ，その業務等についてٞڠを行うため，プログ

ラムコーデΟネート部໳会ٞ及び留学生教育部໳会ٞを置く。

２　プログラムコーデΟネート部໳会ٞは，第３৚第１項第１߸から第５߸までに掲͛る者をもって，

留学生教育部໳会ٞは 
 第３৚第２項第１߸から第３߸までに掲͛る者をもって૊৫する。

ʢϢχοτʣ

ୈ７৚　センターの留学生教育部໳に，留学生教育部໳の業務を਱行するため，次に掲͛るϢニットを

置く。

　⑴　留学生交流推進Ϣニット

　⑵　日本ޠ等教育Ϣニット

　⑶　相談指ಋϢニット

２　各Ϣニットに関し必要な事項は，別に定める。

ʢ日ຊޠ研मίʔスʣ

ୈ８৚　センターの留学生教育部໳に，外国人留学生に対する日本ޠ教育を行うため，日本ޠ研修コー

スを置く。

２　日本ޠ研修コースの実施に関し必要な事項は，別に定める。

ʢ日ຊޠɾ日ຊจԽ研मίʔスʣ

ୈ９৚　センターの留学生教育部໳に，外国人留学生に対する日本ޠ能力及び日本事情・日本文化の理

ղを޲上させるための教育を行うため，日本ޠ・日本文化研修コースを置く。

２　日本ޠ・日本文化研修コースの実施に関し必要な事項は，別に定める。

ʢ事　　຿ʣ

ୈ10৚　センターの事務は，国際部国際交流課において行う。

ʢࡶ　　ଇʣ

ୈ11৚　このنఔに定めるものの΄か，センターの運営に関し必要な事項は，国際連携推進機構長が

別に定める。

　　　ෟ　ଇ

　このنఔは，平成28年４月１日から施行する。
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２　ਆށେ学৘ใج൫ηンλʔ利用نఔ

（平成1�年４月１日制定）

ʢझ　　ࢫʣ

ୈ１৚　このنఔは，神戸大学情報ج൫センターن則（平成1�年４月１日制定）第９৚のن定にجづき，

神戸大学情報ج൫センター（ҎԼ「センター」という。）が提ڙするサービスの利用に関し必要な事

項を定めるものとする。

ʢ利用のݪଇʣ

ୈ２৚　センターが提ڙするサービスの利用は，神戸大学（ҎԼ「本学」という。）における研究，教

育及び事務ॲ理上必要と認められるものに限るものとする。

ʢ利用ऀの֨ࢿʣ

ୈ３৚　センターが提ڙするサービスを利用することのできる者は，次の各߸のいずれかに֘当する者

とする。

　⑴　本学の教職員

　⑵　本学の学生

　⑶　前２߸に掲͛る者の΄か情報ج൫センター長（ҎԼ「センター長」という。）がಛにద当と認め

た者

ʢ利用のਃ੥ʣ

ୈ４৚　センターが提ڙするサービスのうち，センター長が申請を必要と認めた別表に定めるサービス

（ҎԼ「申請サービス」という。）を利用しようとする者は，利用申請書（ҎԼ「申請書」という。）

をセンター長に提出し，ঝ認を受けなければならない。

２　センター長は，前項の申請に係る申請サービスの利用をద用と認めたときは，利用をঝ認し，その

旨を申請者に通知するものとする。

３　前項のن定によりঝ認された申請サービスの利用に係る有効期間は，当֘会計年度内とする。

４　利用者は，申請書の記載事項について変更が生じた場合は，速やかにセンター長に届け出なければ

ならない。

ʢ利用ऀの९क事項ʣ

ୈ５৚　利用者は，このنఔ及び別に定める内ن等にجづきセンターが提ڙするサービスを利用しなけ

ればならない。

ʢใࠂ書のఏ出ʣ

ୈ６৚　センター長が必要と認めたときは，センターが提ڙするサービスの利用に係る事項について，

利用者に対し報ࠂを求めることができる。

ʢܦඅのෛ୲ʣ

ୈ７৚　利用者は，別表に定めるܦඅをෛ担しなければならない。この場合において，消අ੫の課੫の

対象となるものについては，別表記載の各۠分のෛ担ֹに消අ੫相当分をՃえたֹを௃ऩするものと

する。
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２　前項のن定にかかわらず，センター長がಛに必要と認める場合は，当֘ܦඅの全部又は一部につい

てෛ担を要しないものとする。

ʢ利用のঝೝのऔফ͠等ʣ

ୈ８৚　利用者が，このنఔएしくはこのنఔにجづく定めにҧ൓し，又はセンターの運営に重大な支

障をもたらした場合には，センター長は，利用のঝ認を取り消し，又は一定期間センターが提ڙする

サービスの利用をఀ止させることができる。

ʢ書類の༷ࣜʣ

ୈ９৚　このنఔの実施に必要な書ྨの様式は，センター長が定める。

ʢࡶ　　ଇʣ

ୈ10৚　このنఔに定めるものの΄か，センターが提ڙするサービスの利用に関し必要な事項は，セ

ンター長が定める。

　　　ෟ　ଇ

　このنఔは，平成28年４月１日から施行する。

　　　ผ　ද（ུ）
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